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Ⅰ．１００年の歴史を持つ森永ミルクキャラメル
日本人であれば誰しもが一度は口にしたことがあるお菓子の一つが森永ミルクキャラメルである．
平成２５年に製造された同商品には「森永ミルクキャラメル１００周年 Since１９１３」なる表記が刻まれ
ている．１９１３年（大正２年）といえば，第三次桂太郎内閣に対して護憲運動が勃発した時だ．日本の
憲政史上，大衆運動による初めての倒閣が起きた大正政変の年に，森永ミルクキャラメルは誕生した
わけである．
森永製菓は明治３２年（１８９９年）の創業のメーカーで，初代の森永太一郎がアメリカで１１年間西
洋菓子製造技術を学んだのち，東京市赤坂区溜池町に森永西洋菓子製造所を設立したことに端を発す
る（１）．江戸時代から続く各地の和菓子店は別格としても，洋菓子系企業としては老舗中の老舗といえ
るだろう．
現在の森永ミルクキャラメルは，携帯サイズの紙箱に薄紙で個別包装されたキャラメル１２粒入り
となっている．発売当初はバラ売りで１粒ずつ個別包装されていた（２）．しかし，新聞の広告から，少
なくとも大正３年４月には現行の商品に近い一箱単位での販売となっていることがわかるので（３），商
品の外観の基本は誕生から現在までほとんど変わっていないということになる．
本稿で取り上げたいのは，ミルクキャラメルの歴史そのものではなく，お菓子のおまけ，いわゆる
食玩や新聞掲載の広告である．大正３年頃の森永ミルクキャラメルの新聞の広告を見ると「禁煙を欲
せらるゝ紳士淑女の爲めに特製ポツケツト用」「禁酒の實行」などと書かれており，当初は大人向け
の補助食品として位置づけされていたことがわかる．これが大正４年２月の広告になると「煙草代用」
なる文言は残るものの子供の絵が大きく描かれるとともに「小児の發育を補くるに最大必要品」とい
うキャッチフレーズが打ち出されている．森永製菓が子供を主な対象とするキャラメル販売戦略に舵
を切った，と表現することもできよう．
食玩は子供向けグッズである．発売当初のバラ売り時代でもまとめ買いをした場合は「景品あり」
なる新聞広告がある（４）．それがいかなる景品だったのかは新聞からは定かでないが，商品本体が子供
を指向するようになれば，必然的に景品（＝食玩）や広告の内容も対象年齢が低くなるはずである．
本稿は，昭和１１年頃の森永ミルクキャラメルの広告を担った昆虫漫画に着目し，そこに描かれた昆
虫を調査し，当時の子供向けの昆虫学の知識レベルを検証することを目的とする．
Ⅱ．森永ミルクキャラメルの広告の昆虫漫画とは
昭和１１年９月，森永製菓はミルクキャラメルの中箱に色刷昆虫漫画を付けるサービスを始めた．
今風に言えば，おまけカードを封入したわけである．漫画は複数種類あったようだが，全何種類であ
ったかは新聞広告からは明らかでない．
『森永五十五年史』（５）には，この昆虫漫画のおまけ事業に関する解説がある．それによると，これ
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らの昆虫漫画は，当時の日本の昆虫学の指導的立場にあった石井悌博士の協力のもと，漫画界の大御
所の岡本一平（Ⅳ章で後述）やその影響下にある中堅漫画家たちによって描かれた．漫画の書き手た
ちは作品の参考になればと，石井博士とともに多摩川畔向ヶ丘で一日昆虫採集を楽しんだという．
ミルクキャラメルの中箱に描かれた昆虫漫画は，１）科学的昆虫漫画，２）物語昆虫漫画，３）昆
虫利用漫画，４）昆虫道徳漫画，５）雑（その他），の大きく５分野に分けられる．これらの昆虫漫画
は戦前の日本人の昆虫観しいては自然観を探るうえで重要な大衆文化資料のはずだ．しかし，残念な
がら『森永五十五年史』には一部の漫画の図柄が掲載されているのみで，この社史から当時のおまけ
の漫画の全容を知ることは不可能である．かと言って，筆者には現物を全て収集するあてもない（ど
こかの博物館が所有している可能性は大だが）．戦前の食玩にはそれ相応のコレクター市場が存在する
はずだが，森永の食玩昆虫漫画が現在いったい如何ほどの価格で取引されているのか素人の筆者には
想像がつかない．少なくとも全種揃えていれば，ネットオークションに堂々と出品できるぐらいのコ
レクションであることは確かだろう．
そこで，筆者は昭和１１年９月～同年１２月に，大阪朝日新聞と東京朝日新聞に掲載された森永ミル
クキャラメルの広告内の昆虫漫画に着目した．これらの広告漫画は実際のキャラメルの中箱に描かれ
たものとは異なる作品のようである．しかし，これらの広告漫画も石井博士の学術的な指導と岡本一
平の監督のもと，中堅漫画家たちが書いた作品であり，食玩の昆虫漫画と同様の傾向や性質を持って
いると判断してよいだろう．
昭和１１年９月～１２月に，大阪朝日新聞と東京朝日新聞の森永広告欄に載った昆虫漫画の全リスト
が表１～３である．回数表記がない回があったり，ミスか何かで同じ回数が連続したりといった混
乱も見受けられる．連載はそれぞれ約７０回分に及んだ．両紙の間で共通する漫画も多いが，片方の
新聞にしか登場しない作品もある．たとえば，クリスマスに関するネタは東京朝日新聞にしか登場し
ない一方で（表３．１２月１３日および同１９日付），この連載企画に加わった執筆者一覧は大阪朝日新聞
にのみ掲載されている（表１．１０月１４日付）．また，１１月１３日付大阪朝日新聞の第３７回のタガメの
漫画は，東京朝日新聞では１０月１日付の新聞で登場しているなど（表２），掲載の順番がどのように
決められていたかについては不明な点が多い．同年１２月２０日付の広告が最終回だったという点は両
紙で一致している．
本稿は，特徴的な内容を持つ漫画を東京朝日新聞と大阪朝日新聞の両紙から取り上げ，当時の昆虫
漫画から読み取れることを考察した．
Ⅲ．東京朝日新聞と大阪朝日新聞
ここで大阪朝日新聞と東京朝日新聞について簡単に解説しておきたい．まず大阪朝日新聞は，明治
１２年（１８７９年）１月に大阪江戸堀南通に誕生した中立系新聞である．発足後間もなくして社運は傾
いたが，経営にあたった村山龍平が優れた手腕によって会社を立て直した（６）．
一方，東京朝日新聞は，自由党系紙で星亨が発刊していた「めざまし新聞」を前身とする．星が明
治２０年（１８８７年）の保安条例で東京を退去させられたため，めざまし新聞の経営に支障が生じた．
そこで，村山が明治２１年（１８８８年）５月にめざまし新聞を譲り受け，同年７月に「東京朝日新聞」
と改題した．これは新聞界における大阪資本の東京進出の第一歩として特筆銘記されるべきことであ
る（７）．両紙は経営母体が同じとはいえ，大東亜戦争直前に「朝日新聞」に題号を統一するまで，別個
に新聞を発行し続けた．もっとも，両紙に共通の記事は少なくなかった．本稿で扱う昆虫漫画の掲載
時期や内容に両紙間で差異が生じているが，それが新聞社側の編集の都合なのか，それとも広告主側
の事情なのか，その点については不明と言わざるをえない．
図書館や研究機関によっては昭和初期の大阪朝日新聞と東京朝日新聞の原紙を保存しているところ
も少なくない．しかし，一般利用目的ではまず原紙の閲覧は許可されない．戦前の両朝日新聞を閲読
したい場合は，１）縮刷版，２）マイクロフィルム版，３）朝日新聞記事検索サイト「聞蔵Ⅱビジュ
アル」の３種のいずれかを利用するのが通常である．しかし，これら３つは原紙のいわば複製版であ
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るが，その際に元となった版の新聞が微妙に異なっているらしい．したがって，同年月日の紙面を参
照しているにもかかわらず，「聞蔵Ⅱビジュアル」でヒットした記事が縮刷版では見つけられないと
いった事態は決して珍しくない．本稿を執筆するにあたり閲覧した両紙の記事は，主に縮刷版である
ことをここで明記しておく．
余談ながら，現在の日本の三大紙と称される朝日新聞，読売新聞，毎日新聞のうち，上述の朝日新
聞に加え，毎日新聞もまた大阪系紙の東京進出の結果生まれたものである．毎日新聞の前身の一つが
明治５年（１８７２年）創刊の東京日日新聞であるが，明治後半になると同紙は経営に行き詰まるよう
になった．そこで，明治２１年発足の大阪毎日新聞が同４４年に東京日日新聞を合併経営した．のち，
大東亜戦争中の昭和１８年に新聞の題号が毎日新聞に統一された（８）．現在の三大紙のうち，２紙が大阪
資本に由来することは新聞史上，特筆されるべき事項と言ってよいだろう．
Ⅳ．監督者の岡本一平
昭和１１年の森永製菓広告の昆虫漫画シリーズの監督を務めた岡本一平について簡潔に述べておく．
岡本一平（１８８６−１９４８）は芸術家・岡本太郎の父として有名であるが，一平本人もまた多芸多才の一
流の文化人である．たとえば，一平は戦前，政治風刺漫画家として名声を博す一方で，国民歌謡の「隣
組」の作詞家でもあった．
一平の父の可亭は上方筋のある藩の儒者であったが，幕末の藩政改革で禄を離れた．生活は決して
豊かでなく，維新後は流れに流れ，やがて函館にたどり着き，そこで生まれたのが一平である（９）．一
平は１０代後半は日本画家の武内桂舟や洋画家の藤島武二の指導を受け，２０歳で東京美術学校西洋画
科に入学した．明治４５年（１９１２年）に東京朝日新聞社に入社し，コマ画が好評を得たことで漫画家
としての地位を築いていく．昭和４年（１９２９年）には同社特派員としてロンドン軍縮会議に派遣さ
れるなど，一平と朝日新聞との関係は深いものがある（１０）．
大正１０年代には，人気漫画家の岡本一平，小川治平，吉岡鳥平の３人を合わせて“三平時代”と
称されたという．一平は昭和３年（１９２８年）には漫画塾を開いた．この一平塾に出入りしたのが，
近藤日出造，杉浦幸雄，矢崎茂四，小山内宏，旭正秀，高松茂，清水昆らで（１１），このうち近藤，杉
浦，矢崎は森永の昆虫漫画シリーズを担当した漫画クラブの一員に名を連ねている（１２）．また，同じ
く一平に師事し，「昆虫放談」「昆虫日記」などの著作がある小山内龍もやはり漫画クラブのメンバー
である．
一平塾の最盛期には６０人もの青年たちが集まったというが，一平は塾生たちに実技を指導したわ
けではなく，彼の目的は漫画の精神を若手に注入することにあった（１３）．よって，森永製菓の昆虫漫
画シリーズは一平の影響を受けつつも，個々の作家の感性が十二分に独立して描かれたものと解釈し
たい．
Ⅴ．科学教材として見た昆虫漫画
表１～３の「小タイトル」とは，それぞれの回ごとにつけられた副題で，「害虫退治」「昆蟲の國」
「昆虫の科学」「昆虫リーグ戦」「昆虫の人気者」「日独昆蟲親善」「森永クリスマス」「昆虫シール」
の計８種が存在する．「虫」と「蟲」の２つの漢字がいかなる基準で使い分けられていたのかは定か
でない．「昆虫リーグ戦」「日独昆蟲親善」に関しては，それぞれⅥ章とⅦ章で述べることとして，他
の５つについて概説しておこう．
東京朝日新聞の９月期のみに登場する「害虫退治」（表１）は大雑把に言って，森永キャラメルを食
った人や動物が元気になるといったストーリーで，ある意味もっともお菓子の広告漫画らしい性質を
備えている．「昆蟲の國」「昆虫の人気者」はともに昆虫をキャラクターとしたギャグ漫画で，両者の
間に本質的な差は見受けられない．ギャグ漫画と言っても，登場キャラクターは昆虫の姿形だけでな
く，それなりに虫ごとの性質も反映されている場合が多い．図１はナンセンスものらしいが，何が言
いたいのかつかみかねている．アリ（？）は小さいから，転がっている小石さえ大きな障害物となっ
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てしまうという意味だろう．図２の漫画は，木の葉を舟代わりにして旅をしているハムシが腹を空か
せて舟を食ってしまい溺れるという，わかりやすい話だ．言うまでもなく，図２のハムシは葉を食う
という虫本来の生態がキャラクターに生かされているのである．
「昆虫シール」とは１２月１６日付東京朝日新聞にのみある回（表３）で，そこでは「むしのシール
はいかがですか なにかもようのほしいところがあつたら きりぬいてはつてごらんなさい ほら
ちよつとみちがへたでせう」との文とともに，カミキリ，ハサミムシ，マツキバチ，ゲンゴロウの４
種の絵が描かれている．おまけのシールが実在していたのではなく，その新聞広告の絵を切り貼りし
てみよとの意味らしい．
「森永クリスマス」というクリスマスネタの昆虫漫画は１２月１３日と同月１９日に東京朝日新聞に
掲載された，回数名なしのいわば番外編である．同月２０日に日比谷公会堂で「森永クリスマスの集
い」というパーティーが開催されているが，１３日と１９日の昆虫漫画はこのパーティーの宣伝を兼ね
ている．よって大阪に本社がある大阪朝日新聞には「森永クリスマス」が載らなかったわけだ．東京
朝日新聞掲載の広告によると会員権つまり入場料は５０銭（お土産代含む）だったようだ．
約７０回の森永昆虫漫画のうち，もっとも面白いと思われるのが「昆虫の科学」の一連のシリーズ
である．以下４作品ほど例示してみよう．図３は新大陸産の発光性コメツキムシ，図４は米国産およ
び欧州産イチジクコバチの漫画である．漫画というよりは図をふんだんに使った海外産昆虫の生態紹
介イラストと呼んだ方が適切だろう．図５の虫えい（＝ゴール）と図６のイシイムシは日本産昆虫で
あるが，それにしても感心するのはその科学的知識水準の高さである．とても子供向け漫画とは思え
ない．漫画ではなく純粋な科学教材として見たとしても，現在の小学生レベルからは大きく逸脱して
いる．著者は幼少時代に昆虫関係書籍を人並み以上に読み漁った方だが，イチジクコバチとイチジク
との共進化や虫えいなるものの存在は高校生になって初めて知ったくちだ．
図６のシルベストリとは，昆虫学上の重要な導入天敵であるシルベストリコバチに名を残す著名な
昆虫学者であるが（１４），有名と言ってもあくまで昆虫学の世界の話である．現代の日本で中学生以下
の子供が，年齢相応の書籍からシルベストリの名を知る手段はほとんどないのではないか．
学術的に高度すぎる学者シルベストリは別格にしても，森永昆虫漫画シリーズに登場する昆虫は，
カブトムシやクワガタムシといった子供受けする種ばかりではないことが表１～３からうかがえよう．
端的に言えば，昆虫のチョイスが渋いのである．良い意味で子供に媚びない姿勢は，同シリーズを漫
画と言いつつ科学教材として実用に耐えうる域に到達させているのである．
それにしても，これら科学的レベルが高い昆虫漫画がいかにして生み出されたかである．監督であ
る岡本一平は社会や政治風刺漫画で名声を得たのであって，自然を対象にした作品はあまり多くない
ようだ．また，森永昆虫漫画シリーズが連載されていた昭和１１年の段階で，一平は漫画界の一線か
ら既に身を引いていた（１５）．つまり，昆虫漫画の題材選択に一平がどこまでテコ入れしていたかは疑
問だ．漫画の内容が専門的すぎることから，石井悌博士は漫画の泊付けのために名義貸しをしただけ
ではなく，企画立案に相当深く関与していたのではないかと考えられるのである．
Ⅵ．世相を反映した昆虫漫画
数多の文芸作品が世相の何かしらを反映していることは言うまでもないが，それは森永昆虫漫画と
て例外ではない．
森永昆虫漫画が連載された昭和１１年といえば，日本プロ野球組織が誕生した年として記憶されて
いる．同年４月２９日，甲子園球場にて「第一回日本職業野球連盟試合」が開幕した．この時，東京
巨人はアメリカ遠征中で，大阪タイガースや東京セネタース，阪急など，巨人を除く６球団による総
当たり戦が行われた．結果は東京セネタースが４勝１敗で優勝した．同年７月には帰国していた巨人
を含む７球団による変則式トーナメント「全日本職業野球選手権大会」が戸塚球場で開催された．さ
らに，９月２５日には甲子園球場で東京巨人と大阪タイガースが対戦し，かの沢村栄治が日本職業野球
連盟初となるノーヒットノーランを達成している（１６）．同年１０月下旬の森永昆虫漫画で，「昆虫リー
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グ戦」と名付けられた野球漫画が掲載されたのは，上記のような野球が盛り上がっていた社会情勢と
決して無関係ではあるまい．
岡本一平と野球を繋ぐ一つの逸話もある．アルプススタンドとは，昭和４年に増設された甲子園球
場内の一部スタンドの別称で，甲子園だけに存在する．つまり他の野球場では使われない用語だが，
このアルプススタンドという言葉を造ったのは一平であるとの説がある（１７）．一平と野球との因縁は
浅くない．
図７はカマキリが丸っこいテントウムシをボールと間違えて投げてしまったとか，オオカワグモは
足が長すぎるのでゴロをトンネルしやすいとか，野球ネタと昆虫の形態との組み合わせの妙を見せて
いる．ちなみに，オオカワグモとはオオアメンボの古称で，現在使われることはほとんどない名前だ．
図８はさらに面白い．ウマノオバチとは極端に長い産卵管を持つコマユバチ科の寄生バチである．
尾の先が塁に着いているからランナーのウマノオバチはタッチアウトにならないというストーリーで
あるが，それにしてもここでも森永昆虫漫画の科学的知識水準の高さを痛感できる．現在，ウマノオ
バチと言われて姿形を思い浮かべることができる日本人は１００人に１人いるであろうか？それぐらい
のレベルの生物学的知見が広告の漫画に登場していることは，戦前の昆虫学普及を考えるうえで見逃
せない点である．
Ⅶ．戦争に翻弄される昆虫漫画
昆虫漫画が反映する世相とはスポーツや演劇など明るいものばかりではない．暗い戦争の影もまた
そこに映し出されているといえよう．
昭和１５年の日独伊三国軍事同盟締結の日本側立役者の大島浩陸軍少将が駐独日本武官としてドイ
ツに赴任したのは昭和９年で（１８），それ以降日独陸軍が主導する両国の接近は始まっていた．ソ連を
対象とした日独防共協定が結ばれたのは昭和１１年１１月で，森永昆虫漫画「日独昆蟲親善」の４回が
掲載されたのはその直後の１２月である．図９と１０はそのうちの２回の漫画で，内容についてはとく
に補足することはないが，図９の作品にナチスの鉤十字が描かれていることに時代の暗影を感じ取ら
ざるをえない．
図１１の作品は漫画が連載された時期より年がややさかのぼるが，昭和７年１～３月に勃発した第
一次上海事変に影響を受けていると考えられる．同年１月２８日，日本人僧侶が襲撃されたことを受
けて日中両軍が上海で衝突し，２月２０日には工兵３名が激烈な戦士を遂げた．いわゆる「爆弾三勇士」
（＝肉弾三勇士）の軍国美談である（１９）．図１１のマッチ棒を抱えてカエルに立ち向かう昆虫の爆弾三
勇士とは，明らかにこの軍神をもとに描かれたものだ．
現代から見ても，子供対象の印刷物としては高い科学水準の知識を提供したのが森永昆虫漫画シリ
ーズである．極めてユニークな作品群であり，文化昆虫学的かつ科学史的に重要資料の一つであるこ
とに論を待たない．その点は森永製菓の世に対する大きな文化的功績の一つとしてよい．
その森永製菓の広告や食玩もやがて戦争に翻弄されていく．昭和１２年１月５日には「昆虫採集世
界めぐり」という新シリーズが始まった．前年の昆虫漫画ですっかり昆虫ファンになったキャラ坊と
メルちゃんが珍しい昆虫を求めて世界を冒険するという設定である．しかし，同年７月には北京郊外
で盧溝橋事件が勃発．日中両国は全面戦争に突入した．その直後から，森永ミルクキャラメルのおま
けとして防毒マスクが提供される事態にまでなったのである（２０）．図１２のようにキャラメルの広告は
否応なしに軍国的色彩を帯びていった．森永製菓の広告や食玩は，他文化と同様，戦争の荒波に飲み
込まれていくのである．
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表１ 大阪朝日新聞と東京朝日新聞の広告に掲載された森永ミルクキャラメルの昆虫マンガ①
大阪朝日新聞
日付（昭和）
東京朝日新聞
日付（昭和）
小タイトル マンガの内容
１１年９月１８日 害虫退治 予告編
第１回 ９月１９日 害虫退治 マラリアカにやられた少年がキャラメルで復活
第２回 ９月２０日 害虫退治 キャラメルで元気になった小鳥がセミを追い払う
第３回 ９月２２日 害虫退治 キャラメルで知恵を持った少年が害虫退治
第４回 ９月２３日 害虫退治 キャラメルで元気になったニワトリが害虫退治
第５回 ９月２４日 害虫退治 キャラメルを食ったアリがパワーアップ
（回なし） ９月２５日 昆蟲の國 武者修行をするテントウムシ
（回なし） ９月２６日 昆蟲の國 スズムシと違って楽器が弾けないクワガタムシ
（回なし） ９月２７日 昆蟲の國 蝶やカエル，鳥，人などの食物連鎖
（回なし） ９月２９日 昆蟲の國 越年蝶の悲喜劇
第１０回 ９月３０日 昆蟲の國 昆虫の音楽隊
第１４回 １０月４日 昆蟲の國 ヘッピリムシの鬼ごっこ
１１年１０月５日 昆蟲の國 予告編
第１回 １０月６日 第１５回 １０月６日 昆蟲の國 キャラメルに群がるアリのお祭り騒ぎ
第２回 １０月７日 第１６回 １０月７日 昆蟲の國 ハエがスズムシを真似て羽をすり合わせる
第３回 １０月８日 第１７回 １０月８日 昆蟲の國 害虫のシロスジカミキリが天罰を食らう
第４回 １０月９日 第１８回 １０月９日 昆蟲の國 クワガタとハサミムシのじゃんけん
第５回 １０月１０日 第１９回 １０月１０日 昆蟲の國 カエルが稲の敵討ちでズイ虫を食う
第６回 １０月１１日 第１３回 １０月３日 昆蟲の國 アリ（？）のハイキング
第７回 １０月１２日 第２０回 １０月１１日 昆蟲の國 コノハチョウが葉の代わりに枝に止まる
第８回 １０月１３日 第２１回 １０月１３日 昆蟲の國 カラスとハチの喧嘩
１０月１４日 昆虫漫画クラブ執筆者一覧
第９回 １０月１５日 第２２回 １０月１５日 昆虫の科学 クサカゲロウをめぐる迷信の解説（ウドンゲ）
第１０回 １０月１６日 第２３回 １０月１６日 昆虫の科学 熱帯の目の飛び出たハエ（シュモクバエ）
第１１回 １０月１７日 第２４回 １０月１７日 昆虫の科学 ジャコウアゲハ（お菊虫）の逸話
第１２回 １０月１９日 第２５回 １０月２０日 昆虫の科学 メキシコの発光性コメツキムシ
第１３回 １０月２０日 第２６回 １０月２１日 昆虫の科学 熱帯のバッタの大群
第１４回 １０月２１日 第２７回 １０月２２日 昆虫の科学 ノミ，トビコバチ，トビムシなどの跳躍昆虫
第１５回 １０月２２日 第２８回 １０月２３日 昆虫の科学 食虫植物
第１６回 １０月２３日 第２９回 １０月２４日 昆虫の科学 アリの巣の構造
第１７回 １０月２４日 第３０回 １０月２５日 昆虫の科学 エチオピアのアブ
「蟲」「虫」の漢字表記は原文に従っている
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表２ 大阪朝日新聞と東京朝日新聞の広告に掲載された森永ミルクキャラメルの昆虫マンガ②
大阪朝日新聞
日付（昭和）
東京朝日新聞
日付（昭和）
小タイトル マンガの内容
第１８回 １１年１０月２５日 第３１回 １１年１０月２７日 昆虫リーグ戦 カゲロウ，クワガタ，アリたちの野球
第１９回 １０月２６日 第１２回 １０月２日 昆蟲の國 昆虫たちの新鋭軍隊
第２０回 １０月２７日 第３２回 １０月２８日 昆虫リーグ戦 アメンボはゴロが捕球できない
第２１回 １０月２８日 第３３回 １０月２９日 昆虫リーグ戦 マメゾウムシの幼虫は手がなく捕球できない
第２２回 １０月２９日 第３４回 １０月３０日 昆虫リーグ戦 尾が長いウマノオバチはアウトにできない
第２３回 １０月３０日 第３５回 １０月３１日 昆虫リーグ戦 ランナーのケラは地面に潜ってタッチを免れる
第２４回 １０月３１日 第３６回 １１月１日 昆虫リーグ戦 バッターとバッタのダジャレ
第２５回 １１月１日 昆蟲の國 ジガバチの狩り
第２６回 １１月２日 第３７回 １１月３日 昆虫の科学 ウツボカズラの生態
第２７回 １１月３日 第３８回 １１月４日 昆虫の科学 アワフキムシの名の由来
第２８回 １１月４日 第３９回 １１月５日 昆虫の科学 ヨーロッパのクサキリの民話
第２９回 １１月５日 第４０回 １１月６日 昆虫の科学 イチジクコバチとイチジクの共依存
第３０回 １１月６日 第４１回 １１月７日 昆虫の科学 メキシコのミツアリの生態
第３１回 １１月７日 第４２回 １１月８日 昆虫の科学 クリオウアリマキの生態
第３２回 １１月８日（回なし） ９月２７日 昆蟲の國 チョウから出発する食物連鎖
第３３回 １１月９日 第４３回 １１月１０日 昆虫の科学 家屋害虫としてのシミ
第３４回 １１月１０日 第４４回 １１月１１日 昆虫の科学 成虫越冬をするルリタテハ
第３５回 １１月１１日 第４５回 １１月１２日 昆虫の科学 魚のエサとしてのユスリカの幼虫
第３６回 １１月１２日 第４６回 １１月１３日 昆虫の科学 害虫としてのミノムシ
第３７回 １１月１３日 第１１回 １０月１日 昆蟲の國 強力な捕食者のタガメ
第３８回 １１月１４日 第４７回 １１月１４日 昆虫の科学 成虫越冬をするアシナガバチ
第３９回 １１月１５日 昆蟲の國 カエルに立ち向かう爆弾三勇士の昆虫
第４０回 １１月１６日 第４８回 １１月１５日 昆虫の人気者 カバに乗っかる昆虫
第４１回 １１月１７日 第４９回 １１月１７日 昆虫の人気者 ごまだら模様の昆虫たち
第４２回 １１月１８日 第５０回 １１月１８日 昆虫の人気者 ゾウとイネゾウムシ
第４３回 １１月１９日 第５１回 １１月１９日 昆虫の人気者 トンボとハチの相撲
第４４回 １１月２０日 第５２回 １１月２０日 昆虫の人気者 昆虫と哺乳類の間の食物連鎖
第４５回 １１月２１日 第５３回 １１月２１日 昆虫の人気者 相撲が好きなグンバイムシ
第４６回 １１月２２日 昆虫の人気者 綺麗であるがゆえに採集対象となる昆虫
第４７回 １１月２３日 第５４回 １１月２２日 昆虫の人気者 強い昆虫のクマバチ
第４８回 １１月２４日 第５５回 １１月２４日 昆虫の人気者 暗い場所に潜むボウフラ
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表３ 大阪朝日新聞と東京朝日新聞の広告に掲載された森永ミルクキャラメルの昆虫マンガ③
大阪朝日新聞
日付（昭和）
東京朝日新聞
日付（昭和）
小タイトル マンガの内容
第４９回１１年１１月２５日 第５６回 １１年１１月２５日 昆虫の人気者 たくさんのアリがカブトムシを捕獲する
第５０回 １１月２６日 第５７回 １１月２６日 昆虫の人気者 カブトムシが逆に人間を採集しようとする
第５１回 １１月２７日 第５８回 １１月２７日 昆虫の人気者 アリ（？）の医者とカメムシ（？）の患者
第５９回 １１月２８日 昆蟲の國 号外！テントウムシとホタルの日独協定
第５２回 １１月２８日 第６０回 １１月２９日 昆虫の人気者 アリ（？）が馬に乗る
第５３回 １１月２９日 第６１回 １２月１日 昆虫の人気者 ハサミムシがネズミの尻尾を挟む
第５４回 １１月３０日 第６２回 １２月２日 昆虫の人気者 ホタルやカメムシの秋の夜長の過ごし方
第５５回 １２月１日 第６３回 １２月３日 昆虫の人気者 ベニボタル（？）の親子
第５６回 １２月２日 第６４回 １２月４日 昆虫の人気者 ミズスマシとドジョウの追いかけっこ
第５７回 １２月３日 第６５回 １２月５日 昆虫の人気者 木の葉に化けるコノハムシ
第５８回 １２月４日 第６６回 １２月６日 昆虫の人気者 葉の舟で旅をするハムシ
第５９回 １２月５日 第６７回 １２月８日 日独昆蟲親善 ドイツの子どもに人気の日本のカブトムシ
第６０回 １２月６日 第６８回 １２月９日 日独昆蟲親善 日独のニジフシトリバの形態比較
第６１回 １２月７日 第６９回 １２月１０日 日独昆蟲親善 チャバネゴキブリの学名はドイツに由来
第６２回 １２月８日 第７０回 １２月１１日 日独昆蟲親善 アリとトンボのドイツ語名の紹介
第６３回 １２月９日 第７１回 １２月１２日 昆虫の科学 アフリカの凶暴なアリの紹介
（回なし） １２月１３日 森永クリスマス 昆虫たちのクリスマス①
第６４回 １２月１０日 第７２回 １２月１５日 昆虫の科学 欧米の飛行機を使った農薬散布
第７３回 １２月１６日 昆虫シール 昆虫シール図柄の紹介
第６５回 １２月１１日 昆虫の科学 シロオビフユシャクの紹介
第６６回 １２月１２日 昆虫の科学 カメムシを題材とした不完全変態の解説
第６７回 １２月１３日 昆虫の科学 アリを題材とした完全変態の解説
第６８回 １２月１４日 昆虫の科学 シルベストリとイシイムシ
第６９回 １２月１５日 昆虫の科学 カの触角の性能
第７０回 １２月１６日 昆虫の科学 チョウに似たトビトカゲ
第７０回 １２月１７日 昆虫の科学 ナライガラフシバチのゴールの解説（※）
第７２回 １２月１８日 第７４回 １２月１７日 昆蟲の國 昆虫たちの年末パレード
第７３回 １２月１９日 第７５回 １２月１８日 昆蟲の國 カマキリやアメンボ，カメムシの餅つき
（回なし） １２月１９日 森永クリスマス 昆虫たちのクリスマス②
（最終回） １２月２０日（最終回） １２月２０日 寒くなったことを理由にお別れの挨拶
※ 大阪朝日新聞で「第７０回」と誤表記された回．正しくは第７１回か
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図１ 第６回（大阪朝日新聞）
図３ 第２５回（東京朝日新聞）
図５ 第７０回（大阪朝日新聞）
図２ 第５３回（大阪朝日新聞）
図４ 第４０回（東京朝日新聞）
図６ 第６８回（大阪朝日新聞）
保科 英人
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図７ 第３２回（東京朝日新聞）
図９ 第６７回（東京朝日新聞）
図１１ 第３９回（大阪朝日新聞）
図８ 第３０回（東京朝日新聞）
図１０ 第７０回（東京朝日新聞）
図１２ 昭和１２年１０月１日付東京朝日新聞
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